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JUICE-GALA :受光望遠鏡の光学設計
JUICE-GALA : Design of receiver telescope and related optics
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2022年打ち上げ予定の ESA木星探査計画 (JUICE; JUpiter ICy moons Exploler)でレーザ高度計 (GALA, GAnymede
Laser Altimeter)の搭載が予定されている。GALA はドイツ、日本、スイス、スペインの 4国で共同開発され、日本チー
ムはレーザ反射光受信望遠鏡、バックエンド光学系 (BEO)、APD検出器、アナログエレキ部の開発を担当している。
受信望遠鏡は口径 250mm～300mmのカセグレン型（反射式）で、集光した光束は BEOを通して APD受光面に導かれ

る。受光視野は 450μ rad.で出射レーザの広がり角 100μ rad.をカバーしつつ APDに対するノイズの影響を小さくす
る。この仕様に対し口径 300mm、主鏡-副鏡間隔が 160mm以下のモデルを設計した。同時に BEOについて平面ミラー
1枚と屈折レンズ 2枚を用いる方式と曲面ミラー 2枚を用いる方式も設計し、いずれも成り立つことを確認した。また
BEO中の狭帯域フィルター（1064nmを中心に帯域 8nm）もメーカー供給可能との見通しを得ている。望遠鏡の主鏡、副
鏡、支持機構はアルミ素材を用いてアサーマル構造とし、鏡面には金蒸着を施す予定である。2015年度中に金蒸着アル
ミ材、フィルター等の熱真空・放射線の耐性試験を予定している。またレーザ送信光学系（ドイツ側担当）と受信望遠
鏡（日本側担当）の光軸合わせの方法確立も重要課題である。

GALA 受信光学系は光学系だけの検討では決まらず、現在進行中の重量リソース調整及び熱、構造設計の結果に依存
するところも大きい。本講演では GALA 受信光学系について最新の検討・開発状況を報告する。

キーワード: JUICE, GALA,望遠鏡,バックエンド光学系,ガニメデ,アサーマル
Keywords: JUICE, GALA, telescope, BEO, Ganymede, athermal

1/1


